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荷役作業の安全確保は、荷主等の皆様のご協力が不可欠です！ 

米子監督署管内の道路貨物運送業 

における墜落・転落災害 

増加中！ 

高さ3.65 メートル 

 
死亡災害も発生しています！ 

令和７年度に、荷役作業中の 

作業箇所が高さ２メートル以上である場合は、 

作業床の設置注１、囲い、手すり、覆い等注２を設けなければならない。 

措置① 原則的な方法 

注１：労働安全衛生規則第 518条第１項 注２：労働安全衛生規則第519条第１項 

防綱を張り、作業員に要求性能墜落制止用器具注３を使用させなければならない。 

措置② 例外的な方法 

注３：労働安全衛生規則第 518条第２項、又は労働安全衛生規則第519条第２項 

措置①を設けることが著しく困難なとき、 

又は作業の必要上臨時に措置①を取り外すときに限って、 

注３：フルハーネス型（高さ 6.75 メートル以上の場合は必須）、胴ベルト型など 

災害発生状況 

最大積載荷重約３０トンの貨物自動車の荷台に木質チップを積み込んだ後、当該荷台上で

チップの山をならし、シート掛けの作業を行っていた作業員が、地上高さ 3.65 メートルの

箇所から、墜落し死亡したもの。 

 原則、措置①を講ずるよう取り組んでください。 

荷役作業中、保護帽を着用させましょう！ 

保護帽の内側に「墜落時保護用」と表記のある保護帽を着用させましょう。 

米子労働基準監督署（R8.６） ※本資料は、米子労働基準監督署からのお願いとして作成したものです。 

米子監督署管内で、荷役作業中にトラックの荷台などからの、墜落・転落災害が増加しています！ 

荷役作業を行う作業箇所の高さに応じて、墜落防止措置が義務化されています。 

～当署管内で死亡災害も発生しています～ 



 

荷主等（荷主、配送先、元請事業者等）の皆様へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

措置① 原則的な方法 （作業床の設置、囲い、手すり、覆い等の設置） 

措置② 例外的な方法 （防綱の設置、墜落制止用器具の使用） 

設置位置や高さを調整できるような

移動式の作業床を設ける。 

墜落防止用の手すり等を設ける。 昇降時の墜落を防止するために、 

昇降設備を設ける。 

設置位置を調整できるようなキャスターを

取り付ける。 

 

墜落制止用器具の取付設備は、 

十分な強度を有するものである必要があります。 
適切な墜落制止用器具を着用する。 

荷主等が管理する施設において、陸運事業者の荷役作業者に、 

以下の措置を講じた作業環境を提供していますか？ 

陸運事業者の荷役作業者が、所属事業場ではない施設で、独自に、以下の措置を講ずることは

困難であるため、荷主等の皆様による取り組み、配慮が重要となります！ 



荷主等（荷主、配送先、元請事業者等）の皆様へ （米子労働基準監督署からのお願い） 

 

 

 

 

 チェック項目 実施済 未実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全衛生管理体制 

安全管理者、安全衛生推進者等の中から荷役災害防止のための担当

者を指名していますか？ 

  □   □ 

  上記担当者に、陸運事業者の荷役災害防止担当者と、連携して

労働災害防止のための措置に取り組んでいますか？ 

  □   □ 

 上記担当者に対し、荷役災害防止のための必要な教育を実施

していますか？ 

  □   □ 

安全衛生方針の表明、目標の設定及び安全衛生計画の策定に取り組

んでいますか？ 

  □   □ 

反復・定例的に荷の運搬を発注する陸運事業者と安全衛生協議組織

を設置していますか？ 

  □   □ 

上記安全衛生協議組織において、荷台等からの墜落・転落災

害、荷役運搬機械等による災害、転倒や動作の反動・無理な動作

による災害の防止対策等について協議するほか、合同で荷役作

業場所の巡視、リスクアセスメントの実施等を行っていますか？ 

  □   □ 

上記安全衛生協議組織において、荷役作業を行うことによる

身体的な負荷を考慮して、運行計画のあり方や荷主先への休憩

施設の設置等についても、併せて協議していますか？ 

  □   □ 

安全衛生委員会等において、陸運事業者の労働者が荷主等の事業場

で行う荷役作業における労働災害の防止について調査審議しています

か？ 

  □   □ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荷役作業における

労働災害防止措置 

（基本的な対策） 

 陸運事業者の労働者が荷主等の事業場において行う必要がある荷役

作業について、陸運事業者に通知していますか？ 

  □   □ 

配送先における荷卸しの役割分担を明確化するために、運送

契約に基づく荷卸し時の役割分担や実施事項を荷発主が配送先

と事前に調整し、陸運事業者に通知していますか？ 

  

陸運事業者の労働者が荷役作業を行う場合、陸運事業者の荷

役災害防止の担当者に対し、安全作業連絡書の内容を通知して

いますか？ 

  □   □ 

 荷役時間、荷待ち時間、貨物自動車運送事業の自動車運転者の休息

時間、道路状況等を考慮しない荷の着時刻指定は、荷役作業の安全な

作業手順の省略につながることがないよう、着時刻の指定について、余

裕を持った設定（弾力的な設定）としていますか？ 

  □   □ 

 荷役作業を行う場所について、荷の積卸しや荷役運搬機械等を使用

するために必要な広さの確保、床の凹凸や照度の改善等、安全な通路

の確保等に努め、安全に荷役作業を行える状況を保持していますか？ 

  □   □ 

 陸運事業者からの不安全な作業指示等に対する改善要望があった場

合は、適切に対応していますか？ 

  □   □ 

 陸運事業者の労働者と荷主等の労働者が、荷主等の事業場において

混在して作業を行う場合に、作業間の連絡調整を行っていますか？ 

  □   □ 

 

 

荷役作業における

労働災害防止措置 

（墜落・転落） 

 荷主等が管理する施設において、プラットホーム（移動式のものを含

む。）、墜落防止柵、荷台への昇降設備等の墜落・転落防止のための施

設、設備を用意していますか？ 

  □   □ 

 荷主等が管理する施設において、タンクローリー上部に登って行う作

業や荷台に積み上げた荷の上での作業等において、上記施設、設備の

設置が困難な場合に限って、墜落・転落防止のための、墜落制止用器具

を安全に取り付けるための設備（親綱、フック等）を設けていますか？ 

  □   □ 

 

 

 

 

 陸運事業者の労働者にフォークリフトを貸与する場合は、最大荷重に

合った資格を保有しているか、確認していますか？ 

  □   □ 

 最大荷重１トン以上のフォークリフトを運転する運転者が、資格

証等の原本を携帯しているか、確認していますか？ 

  □   □ 

荷主等において、以下の事項を取り組んでいるか、確認しましょう！ 

荷主等向けの労働災害防止チェックリスト 

その他事項については、「陸上貨物運送事業のおける荷役作業の安全対策ガイドライン」を確認しましょう。 



 

 

荷役作業における

労働災害防止措置 

（フォークリフト） 

 所有するフォークリフトの定期自主検査（年次、月次）を実施していま

すか？ 

  □   □ 

 陸運事業者に対し、フォークリフト作業に係る作業計画の作成に必要

な情報を提供していますか？ 

  □   □ 

 荷主等の労働者が運転するフォークリフトにより、陸運事業者の労働

者が被災することを防止するため、荷主等の労働者にフォークリフトに

よる荷役作業に関し、必要な安全教育を行っていますか？ 

  □   □ 

 荷主等の管理する施設において、構内におけるフォークリフト使用の

ルール（制限速度、安全通路等）を定め、労働者の見やすい箇所に掲示

していますか？ 

  □   □ 

 荷主等の管理する施設において、構内制限速度の掲示、通路の死角部

分へのミラー設置等を行うとともに、フォークリフトの運転者にこれら

を周知していますか？ 

  □   □ 

 荷主等の管理する施設において、フォークリフトの走行場所と歩行通

路を区分けしていますか？ 

  □   □ 

荷役作業における

労働災害防止措置 

（コンベヤー） 

 荷主等が管理するコンベヤーの駆動ローラーとフレーム又はベルトと

の間に指等を巻き込まれないよう覆い等を設けていますか？ 

  □   □ 

 荷主等が管理するコンベヤーに逸走等防止措置、非常停止装置を設け

ていますか？ 

  □   □ 

 

荷役作業における

労働災害防止措置 

（ロールボックスパ

レット） 

 荷主等が管理する施設において、ロールボックスパレット等のキャスタ

ーが引っ掛かって転倒することを防止するため、床・地面の凹凸や傾斜

をできるだけなくしていますか？ 

  □   □ 

 荷主等は、自身が所有するロールボックスパレットについて、最大積載

重量を表示するとともに、定期的に不具合の有無を点検しています

か？ 

  □   □ 

 

荷役作業における

労働災害防止措置 

（転倒） 

 荷主等が管理する施設において、荷役作業場所を整理整頓し、床・地

面の凹凸等のつまずきの原因をできるだけなくしていますか？ 

  □   □ 

 荷主等が管理する施設において、荷役作業場所の段差をなくす、手す

りを設置する、床面の滑動防止を講じる等、設備改善を行っています

か？ 

  □   □ 

 

 

荷役作業における

労働災害防止措置 

（動作の反動、無理

な動作） 

 荷主等が管理する施設において人力荷役をする場合は、できるだけ

機械・道具を使った荷役作業とするよう施設、設備を改善しています

か？ 

  □   □ 

 職場における腰痛予防対策指針を踏まえ、荷姿、荷の重量等につい

て、作業者の負担が軽減されるように配慮していますか？ 

  □   □ 

 陸運事業者の労働者が重量の重い荷を扱う場合は、荷主等の労働者

に作業を補助させていますか？ 

  □   □ 

 

荷役作業の安全衛

生教育の実施 

 運送業務の発注を担当する労働者等に対し、自動車運転者の労働時

間等の改善のための基準（改善基準告示）の概要について周知し、貨物

自動車運転者が改善基準告示を遵守できるような着時刻や荷待ち時間

等を設定させていますか？ 

  □   □ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

追加で確認！ 保護具の使用状況は、適切ですか？ 

 
保護帽の顎

あご

紐
ひも

の長さは、 

            適切ですか？ 

滑動防止用安全靴の場合、滑り止め

は摩耗していませんか？ 


